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第１章 調査の概要 

１． 調査の目的 

この調査は、障がい児・者等の実態を把握するとともに、障がい福祉施策を推進するうえでの利用者

のニーズを把握することを目的として実施している。調査結果は、福岡市保健福祉計画及び福岡市障が

い福祉計画等の策定や今後の障がい福祉施策の方向性を検討するために活用していく。 

 

２． 調査の設計と回収（実施）状況 

本調査は、身体障がい者、知的障がい者、障がい児（身体・知的）、精神障がい者、発達障がい児・者、

難病患者、事業所の７区分で個別に調査を行ったものである。なお、各調査の設計と回収（実施）状況

は下表のとおりである。 

 

【調査設計と回収（実施）状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査方法 標本数 有効回収数 （回収率） 調査実施期間

身体障がい者調査
郵送調査・訪問調
査（視覚障がい、
肢体不自由）

1,300人 768人 (59.1%)

知的障がい者調査 郵送調査 850人 483人 (56.8%)

障がい児調査 郵送調査 850人 495人 (58.2%)

3,000人 1,746人 (58.2%)

郵送調査 1,000人 487人 (48.7%)
令和７年６月17日～
７月25日

団体や学校を通じ
た配布・回収

配布数
（※２）
900人

231人 (25.7%)
令和７年６月17日～
７月25日

郵送調査 1,000人 591人 (59.1%)
令和７年６月17日～
７月25日

郵送調査 1,300事業所 879事業所 (67.6%)
令和７年６月17日～
７月25日

調査種別 調査対象

身体・知的
障がい児・者
実態調査

市内在住の身体障がい者（18歳以上）
【層化無作為抽出】

令和７年６月17日～
７月25日

市内在住の知的障がい者（18歳以上）
【層化無作為抽出】

市内在住の身体・知的障がい児
（17歳以下）
【層化無作為抽出】

計

事業者等実態調査

市内の相談支援事業所、居宅介護等事
業所、施設事業所、グループホーム事
業所、及び市の相談機関
【全数】

（※１）精神障がい者に関する調査方法は、今回調査より市内在住の精神障がい者（18歳以上）から層化無作為抽出を行い、郵送調査へ変更した。

（※２）調査を依頼した各団体に所属する方（保護者も含む）を対象として配布した数。
        同一人物が複数の団体に重複している場合もあり、配布数＝配布した実人数ではないもの。

精神障がい者実態調査（※１）
市内在住の精神障がい者（18歳以上）
【層化無作為抽出】

発達障がい児・者実態調査

発達障がい者関係団体等に所属（利
用）、もしくは特別支援学級や通級指
導教室に通っている発達障がい児・者
とその家族

難病患者実態調査

福岡市内に居住する
特定医療費（指定難病）受給者証
所持者
【層化無作為抽出】
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３． 調査結果利用上の注意①（全調査共通） 

 第3章以降の各種アンケート調査結果については、原則として、各質問の調査数を基数（Ｎ）とした

百分率（％）で表している。なお、小数点第2位を四捨五入しているため、百分率の合計が100％に

ならない場合がある。また、2つ以上の選択肢を選択できる複数回答の質問では、回答比率の合計

が100％を超える場合がある。 

 集計表中の「－」は調査したが該当する数値がないもの（回答者が0人のもの）、実数の「0」と割合

の「0.0」は回答者はいたが少数のため四捨五入した結果が単位未満のものを表す。 

 本文または図表中に引用した質問文や選択肢は省略して表記している場合があるため、詳細は巻末

「参考資料」中の「調査票」参照。 

 クロス集計結果等において、基数（Ｎ）となる調査数が概ね30人未満と少数のものについては、参

考までに数値を見るにとどめ、結果の利用には注意を要する。 

 

４． 調査結果利用上の注意②（身体障がい者調査、知的障がい者調査） 

 身体障がい者調査については、母集団の人数の少ない年代についても、一定数の調査票を回収する

ため、抽出時に年代別に補正を行った。 

 身体障がい者調査と知的障がい者調査の結果の集計にあたっては、人数の少ない年代の意見が過度

に影響をおよぼさないよう、ウエイトバック（母集団の年代別数と回収数により出現数を割り戻す

方法）を行っている。 

 

＜ウエイト値＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【身体障がい者調査】

ウエイト値

対象者属性 Ｎ ％ 対象者属性 Ｎ ％

18～29歳 56 7.5 18～29歳 1,037 2.4 0.32

30歳代 54 7.2 30歳代 1,393 3.2 0.44

40歳代 77 10.3 40歳代 2,394 5.4 0.53

50歳代 73 9.7 50歳代 4,585 10.4 1.07

60-64歳 81 10.8 60-64歳 3,125 7.1 0.66

65-74歳 149 19.8 65-74歳 9,273 21.0 1.06

75歳以上 261 34.8 75歳以上 22,269 50.5 1.45

無回答 17 - 無回答 - - 1.00

【知的障がい者調査】

ウエイト値

対象者属性 Ｎ ％ 対象者属性 Ｎ ％

18～29歳 165 35.0 18～29歳 2,837 37.7 1.08

30歳代 107 22.7 30歳代 1,742 23.2 1.02

40歳代 97 20.6 40歳代 1,240 16.5 0.80

50歳代 57 12.1 50歳代 963 12.8 1.06

60-64歳 16 3.4 60-64歳 234 3.1 0.92

65-74歳 18 3.8 65-74歳 359 4.8 1.25

75歳以上 11 2.3 75歳以上 149 2.0 0.85

無回答 12 - 無回答 - - 1.00

回収数 母集団

回収数 母集団


